
 

 

留学成果検証に関する報告 2019 
 
1. はじめに 

国際交流センターでは、2019 年度から以下の目的のため留学効果測定ツールを導入して
おり、一部長期留学帰国者を対象に成果検証を実施した。 
（導入目的）・留学成果の可視化・客観的プログラム評価・留学後教育・危機管理 
 

2. 留学効果測定ツールについて 
大手保険関連グループ企業と大学等による共同開発されたオンラインテストを利用。主
に海外留学生の「メンタルヘルス支援」と「留学成果測定」のためのツールとして設計
されている。100 問程度の設問に対する回答により、「基本的性格」と「社会的能力」の
２つの尺度から複数項目の結果を数値により測定することができる。 
 

3. 測定対象留学プログラムについて 
（留学時期）2019年度後期～（半年間） 
（留学内容）交換留学：授業履修または語学留学 
（地域）ヨーロッパ圏、アジア圏 
（対象人数）7 名 
 

4. 留学前後の平均データ比較による成果検証 
同測定の全学生平均を基に、留学前後の各項目の変化に関するデータを以下のとおりグ
ラフにて集計した。グループ全体として留学前後の＜社会生活への適応力＞と＜異文化
への適応力＞に関する各項目の数値は相対的に向上していることが分かる。特に「適応
的な思考」についてはより大きな向上を示している。 
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